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〔
書
評
〕

辰
巳
正
明
監
修
、
大
谷
歩
、
大
塚
千
紗
子
、
小
野
諒
巳
、
加
藤
千
絵
美
、
神
宮
咲
希
、

鈴
木
道
代
、
髙
橋
俊
之
、
室
屋
幸
恵
、
森
淳
著

『
古
事
記
歌
謡
注
釈
　
歌
謡
の
理
論
か
ら
読
み
解
く
古
代
歌
謡
の
全
貌
』

曹
　
咏
梅

　

本
書
は
、
歌
を
大
歌
と
小
歌
に
分
類
す
る
歌
謡
理
論
に
基
づ
い
て
、
古

事
記
の
歌
謡
を
神
話
や
物
語
か
ら
切
り
離
し
て
、
歌
謡
の
内
部
が
持
つ
表

現
の
性
質
に
注
目
し
て
、
注
を
施
し
解
説
を
行
っ
た
革
新
的
な
古
事
記
歌

謡
の
注
釈
書
で
あ
る
。
ま
ず
は
目
次
の
部
分
を
以
下
に
あ
げ
る
。

　

解
題　

ⅰ　

民
族
の
歌
謡
／
ⅱ　

歌
謡
の
分
類
／
ⅲ　

大
歌
の
性
格
／

ⅳ　

小
歌
の
性
格
／
ⅴ　

古
事
記
の
歌
謡
／
ⅵ　

古
事
記
歌
謡
の
歌
体
／

ⅶ　

古
事
記
歌
謡
の
特
色
／
ⅷ　

本
書
の
方
法
／
／
凡
例
／
／
古
事
記
歌

謡
注
釈　

古
事
記
─
上
巻
、
古
事
記
─
中
巻
、
古
事
記
─
下
巻
／
／
後
書

き
／
本
文
校
訂
表
（
校
異
）
／
古
事
記
歌
謡
語
句
索
引
／
著
者
略
歴

　

本
書
の
解
題
に
は
、
本
書
が
用
い
た
歌
謡
の
分
類
理
論
や
研
究
の
方

法
、
目
的
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
歌
は
歌
わ
れ
る
も
の
と
し
て
文
字

文
化
と
関
わ
り
な
く
集
団
の
中
に
存
在
し
、
集
団
的
な
歌
の
共
有
の
ほ
か

に
、
個
人
が
共
有
す
る
歌
も
歌
い
継
が
れ
た
こ
と
を
説
く
。
本
書
で
は
、

「
う
た
」
を
大
歌
と
小
歌
に
分
類
し
、「
大
歌
＝
公
的
儀
礼
歌
─
民
族
の
歴

史
に
関
わ
る
歌
─
祭
祀
・
迎
客
」、「
小
歌
＝
私
的
恋
愛
歌
─
男
女
の
社
交

に
関
わ
る
歌
─
歌
会
・
労
働
等
」
と
説
明
し
、
さ
ら
に
歌
い
方
や
曲
調
の
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種
類
、
楽
器
の
有
無
な
ど
が
加
わ
る
と
も
っ
と
複
雑
に
な
る
と
い
う
。
古

代
日
本
に
お
い
て
、
大
歌
は
雅
楽
寮
と
は
別
に
、
大
歌
所
の
前
身
「
歌
舞

所
」
に
管
理
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
大
歌
と
小
歌
の
分
類
方
法
は
古
代
の
歌

舞
所
以
来
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
大
歌
に
し
て
も

小
歌
に
し
て
も
、
古
代
歌
謡
に
は
多
く
の
恋
愛
歌
が
中
心
と
な
っ
て
展
開

し
、
中
国
京
族
の
歌
謡
の
性
格
か
ら
み
れ
ば
、
娯
神
情
歌
、
文
娯
情
歌
、

社
交
情
歌
、
恋
人
情
歌
、
愛
情
故
事
歌
、
失
愛
情
歌
の
よ
う
に
分
類
で
き

る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
分
類
は
古
代
の
歌
謡
を
考
え
る
の
に
重
要
な
歌
謡

理
論
で
あ
る
と
い
う
。

　

歌
を
大
歌
と
小
歌
に
分
類
す
る
方
法
は
早
く
に
折
口
信
夫
氏
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
、
折
口
氏
は
宮
廷
の
歌
、
公
の
歌
を
大
歌
と
し
、
公
の
歌
に
対

し
て
民
間
の
歌
を
小
歌
と
説
い
て
い
る
。
折
口
氏
が
い
う
大
歌
は
主
に
宮

廷
歌
謡
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
歴
史
上
に
国
や
朝
廷
が
な

か
っ
た
中
国
の
少
数
民
族
に
大
歌
が
存
在
す
る
こ
と
を
参
考
と
し
、
大
歌

は
「
宮
廷
に
関
わ
ら
ず
に
公
式
の
場
の
歌
」
で
あ
る
と
明
確
な
立
場
を
示

し
て
い
る
。

　

一
方
の
小
歌
は
、
歌
垣
や
市
、
遊
楽
の
場
、
労
働
の
場
に
歌
わ
れ
た
男

女
の
恋
歌
が
中
心
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
歌
を
歌
う
た
め
の
順
序
や
歌
唱
方

法
が
存
在
し
、
個
々
に
テ
ー
マ
が
あ
り
、
そ
れ
を
シ
リ
ー
ズ
（
主
題
を
共

通
と
し
た
連
作
）
と
し
て
歌
う
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
テ
ー
マ
や
シ
リ
ー

ズ
は
辰
巳
氏
が
提
唱
し
た
「
歌
路
」
や
「
歌
流
れ
」
の
こ
と
で
あ
る
。
本

書
で
あ
げ
た
テ
ー
マ
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
試
喉
の
歌
、
初
逢
の
歌
、
問

名
の
歌
、
問
村
の
歌
、
質
問
の
歌
、
探
情
の
歌
、
賛
美
の
歌
、
初
恋
の

歌
、
相
思
の
歌
、
熱
愛
の
歌
、
定
情
の
歌
、
約
束
の
歌
、
共
寝
の
歌
、
鶏

鳴
の
歌
、
怨
恨
の
歌
、
悔
恨
の
歌
、
分
離
の
歌
、
逃
婚
の
歌
、
情
死
の

歌
。

　

歌
は
国
や
民
族
に
関
係
な
く
、
ど
の
民
族
に
も
歌
が
歌
わ
れ
て
来
た
歴

史
が
あ
る
。
歌
は
歌
わ
れ
る
も
の
と
し
て
文
字
文
化
に
関
係
な
く
集
団
の

中
に
存
在
し
て
い
た
。
歌
が
集
団
性
を
持
ち
な
が
ら
発
生
し
伝
承
さ
れ
る

こ
と
は
、
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
中
国
少
数
民
族
の
歌
文
化
を
見
れ
ば
首

肯
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
文
字
以
前
の
古
代
日
本
や
中
国
に
も
同
様
な
状

況
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
歌
わ
れ
た
歌
が
あ
る
時
期
に
宮
廷
に
よ
っ
て
採

集
さ
れ
、
宮
廷
の
音
楽
機
関
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
で
、
後
に
青
史

に
残
る
こ
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
古
代
歌
謡
も
中
国
の
古
代
歌

謡
も
こ
う
し
た
道
を
辿
り
、
今
わ
れ
わ
れ
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
記
録
に
残
さ
れ
た
歌
謡
は
歌
謡
本
来
の
性
格

と
は
別
に
、
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
た
り
解
釈
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
中
国
の

古
代
歌
謡
の
『
詩
経
』
の
場
合
は
長
い
間
政
治
的
な
意
味
が
加
え
ら
れ
儒

教
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
、
歌
謡
の
本
来
の
姿
が
埋
没
さ
れ
た
歴
史
が
あ

る
。
古
事
記
歌
謡
の
場
合
も
同
様
に
、
物
語
の
中
の
一
部
分
と
し
て
あ
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り
、
歌
謡
本
来
の
性
格
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な

い
。
古
事
記
歌
謡
の
研
究
は
古
事
記
の
作
品
研
究
と
同
時
に
扱
わ
れ
た

り
、
ま
た
は
歌
謡
だ
け
を
取
り
出
し
て
記
紀
歌
謡
と
し
て
研
究
さ
れ
て
き

た
。
本
書
に
も
挙
げ
た
通
り
、
記
紀
歌
謡
の
注
釈
・
研
究
は
江
戸
時
代
か

ら
な
さ
れ
て
今
に
い
た
る
わ
け
で
あ
る
が
、
歌
は
物
語
の
人
物
に
よ
っ
て

歌
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
り
、
物
語
に
見
え
る
歌
謡
と
し
て
説
明
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
中
で
、
土
橋
寛
氏
の
、
記
紀
歌
謡
を
古
代
歌
謡
と
捉
え
て
、

記
紀
の
歌
謡
を
分
類
し
て
、
歌
の
性
格
、
歌
の
場
の
問
題
な
ど
を
考
察
し

た
点
は
記
紀
歌
謡
の
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
と
い
え
る
。
歌
謡
研
究

に
お
け
る
土
橋
寛
氏
の
功
績
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
歌
の
分
類
や

歌
の
解
釈
を
所
伝
と
の
関
係
か
ら
説
く
場
合
も
多
く
、
説
明
し
き
れ
な
い

部
分
が
あ
る
。

　

歌
の
本
来
の
性
格
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
文
字
で
記
さ
れ
た
文
献
か

ら
一
旦
解
放
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。『
詩
経
』
の
歌
謡
な
ら
詩
序
や
古
く

か
ら
の
注
釈
か
ら
、
古
事
記
の
歌
謡
な
ら
神
話
や
物
語
か
ら
切
り
離
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
歌
謡
の
表
現
に
こ
だ
わ
り
、
そ
こ
か
ら
歌

の
性
質
や
歌
の
場
、
歌
の
機
能
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
作
業
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
非
文
字
社
会
に
生
き
た
中
国
少
数
民
族
の
歌
世
界

は
、
歌
謡
研
究
に
い
ろ
ん
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
、
古
代
の
歌
の
研
究
に

は
非
常
に
い
い
材
料
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
方
法
論
を
す
べ
て
取
り
込

ん
で
成
し
遂
げ
た
の
が
、
本
書
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
本
書
は
、

画
期
的
な
注
釈
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

  

本
書
の
注
釈
は
、
訓
読
文
・
漢
字
本
文
・
現
代
語
訳
・
歌
語
注
釈
・
諸

説
・
解
説
の
順
に
行
わ
れ
て
い
る
。
解
説
は
基
本
的
に
大
歌
系
統
の
歌

か
、
小
歌
系
統
の
歌
か
、
ど
の
よ
う
な
場
で
歌
わ
れ
た
か
、
な
ぜ
歌
わ
れ

た
か
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
短
歌
体
恋
歌
の
場
合

は
、
歌
垣
の
ど
の
段
階
の
歌
で
あ
る
と
か
、
長
歌
体
の
恋
歌
の
場
合
は
、

大
歌
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
恋
愛
故
事
の
一
齣
で
あ
る
、
と
い
っ
た
解
説
が

な
さ
れ
て
い
る
。
歌
を
大
歌
と
小
歌
に
分
類
す
る
歌
謡
理
論
は
、
歌
の
公

的
、
私
的
の
性
格
や
歌
が
歌
わ
れ
る
場
、
歌
の
機
能
性
、
歌
の
特
徴
な
ど

を
簡
明
直
截
に
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
歌
謡
の
研
究
に
お
い
て
は
非
常

に
有
効
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
書
は
古
事
記
作
品
の
研
究
で
は
な
く
、

古
事
記
歌
謡
の
注
釈
で
あ
り
、
古
代
歌
謡
の
研
究
で
あ
る
。
本
書
の
刊
行

は
、
古
代
歌
謡
の
研
究
が
一
つ
の
転
換
点
を
迎
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ

ろ
う
。

　

解
説
で
中
国
少
数
民
族
の
風
習
や
歌
を
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
が
、

執
筆
者
に
よ
っ
て
民
族
の
名
称
が
は
っ
き
り
書
か
れ
た
の
も
あ
れ
ば
、

「
中
国
の
民
族
」
と
表
す
場
合
も
あ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
が
少
し

残
念
に
思
う
。
ま
た
個
人
的
に
は
、
地
方
の
歌
が
宮
廷
の
歌
所
に
移
入
さ

れ
管
理
さ
れ
た
時
に
歌
の
性
質
な
ど
の
変
化
は
な
か
っ
た
の
か
、
宮
廷
の



『古事記歌謡注釈　歌謡の理論から読み解く古代歌謡の全貌』─ 47 ─

歌
所
の
歌
人
が
制
作
し
た
歌
は
な
か
っ
た
の
か
、
な
ど
疑
問
に
思
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
や
は
り
な
ぜ
こ
の
歌
が
こ
の
物
語
に
採
択
さ
れ

た
か
、
次
は
歌
と
物
語
の
整
合
性
に
つ
い
て
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

　

本
書
は
辰
巳
氏
の
ご
指
導
の
下
で
大
学
院
生
と
兼
任
講
師
に
よ
る
共
同

研
究
の
成
果
で
あ
る
。
執
筆
者
の
方
々
に
は
、
こ
こ
で
学
ん
だ
研
究
理
論

や
研
究
方
法
を
生
か
し
て
、
今
後
古
代
歌
謡
や
古
事
記
の
研
究
に
新
し
い

風
を
巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
Ａ
５
判
、
二
八
五
頁
、
新
典
社
、
二
〇
一
四
年
三
月
発
行
、
定
価
二
六

〇
〇
円+

税
）


